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新生田上霊園

・ １２日 （水） 盂蘭盆会 （正覚殿 １０：００～）

・ ２３日 （水） 秋の彼岸法要 （正覚殿 １０：００～）

お盆早朝開園 （開園時間６：００～２０：００）
・ １３日 （木） ～１５日 （土）

月

9

８

月

霊 園 行 事 日 程

新生田上霊園からのお知らせ

◇ 年間管理料口座振替日のお知らせ

日頃より、新生田上霊園の運営にご協力頂きまして、誠にありがとうございます。

平成２７年度（平成２７年８月１日～平成２８年７月末日）の年間管理料の口座振替

日をお知らせ致します。口座振替日は平成２７年８月２７日 (木 )でございます。

今後も皆様に安心してお参りいただけるよう、霊園の健全な維持・管理に努めて参り

ますので、宜しくお願いします。また、管理料の未納の方に関しましては７月３１日

（金）迄にお納めくださいますようお願いします。

◇ 便利な口座振替について

◇ 永代使用権利書の書き換えについて

現在、新規に納骨壇や墓地の申込者様、名義変更者様に関しましては必ず口座振替に

てお願いをしております。お陰様でほとんどの使用権者様が口座振替となりました。

管理事務所業務の円滑化のため使用権者様には、管理料のお支払いは便利な口座振替

平成２５年４月１日より財団法人から公益財団法人に移行しました。

移行に伴い使用権書の書き換えを行っています。皆様にはご面倒をお掛けしますが、

ご協力お願いします。ご不明な点がございましたら、事務所までお問い合わせ下さい。

をご利用していただきますようご協力お願いします。

口座振替希望の方は管理事務所までお申し出下さい。

◇ 唐湊霊場休憩室完成致しました。

唐湊霊場花屋横に休憩室完成致しました。室内にはお茶・冷水器もございます。

園内の水道設備が変更された場所があります。花屋にて場所をご確認下さい。

※貸切でのご利用も可能です。（有料）詳しくは唐湊霊場お花屋までお問い合わせ下さい。

◇ お盆期間の開園時間・送迎バスについて

お盆期間８月１３日（木）～１５日（土）の開園時間は午前６時～午後８時までとな

っています。また午前中～午後３時頃までは大変混雑が予想されますので比較的空い

ている早朝や夕方頃以降来園される事をお勧めいたします。

送迎バスは曜日通りの運行となりますのでお間違えのないようにご注意下さい。

休憩室外観。お花屋さん横にあります。 休憩室内 水道設備も新しくなりました。

まだ色々あると思いますが、ツバメが巣を作ると「運」がツキ始めるような感じを受けますが

皆様はいかがお思いでしょうか？

るのでしょうか？

　ちなみに「全国各地の言い伝え」を調べてみましたら

①ツバメが巣をかける家は縁起がいい。

②ツバメが巣をかける家は吉事がいい。

③ツバメが三度巣をかけると千万長者になる。

④ツバメの巣が多いほど、その家は繁昌する。

⑤ツバメが巣をかける家は病人が出ない。

　昔からツバメが巣作りを行うと縁起が良いと言いますが、ツバメは渡り鳥だから、色々な環

⑥ツバメが低く飛ぶと雨、高く飛ぶと晴れ。

方と当霊園にとりまして縁起のいい年になりますよう今後とも、職員一同一歩一歩前進してま

いります。

　当霊園にツバメが初めて巣をかけましたのも、永代使用権者の皆様が「気持ちよく、また安

心して御霊をご供養できます霊園」を目指すようにと教えられた気がします。使用権者の皆様

境を察知する鳥が、居心地の良い環境を選んで巣を作るから、良い家として縁起がいいと言え

早速ですが、お知らせと御挨拶を申し上げます。

今年の４月１日付けで理事長を拝命致しました櫻井孝夫でございます。前理事長同様、今後と

もご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

　ところで、皆様どう思われますでしょうか。この時期（梅雨）になると、ツバメが子育ての

為に飛来してきます。実を言いますと、当霊園にも初めてツバメが巣作り・産卵と現在 (6/22)

ツバメの夫婦が奮闘しております。

　盛夏の候、永代使用権者の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

今日まで皆様方には一方ならぬご指導、ご鞭撻を賜りまして心より厚く申し上げます。
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カラオケ交流会メンバー募集中です！！
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お 盆 特 集

◆ お 盆 の 由 来 ◆
お盆の正式名称は「盂蘭盆会・うらぼんえ」と言います。先祖をお迎えし供養する期間

を「お盆」と呼びます。「うらぼんえ」とはインドのサンスクリット語のウラバンナ（

逆さ吊り）を漢字で音写したものです。日本では、推古天皇の 606 年に初めてお盆行事

が行われたと言われています。日本各地で行われるお盆の行事は、各地の風習などが加

わったり、宗派による違いなどによってさまざまですが一般的に先祖の霊が帰ってくる

と考えられています。
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新生田上霊園行事報告

現在月に一度カラオケ交流会を武 1丁目に

ある「みかどカラオケ」にて行っています。

みんなでワイワイ歌って楽しい時間を過ご

しませんか？ お申し込みは管理事務所まで


